
11月の星空を見よう

☆土星の環の見え方に注目 

昨年は、地球から土星を見るときに環
わ

が

ほぼ真横から見る位置関係にあったため、

いっけん、環が消失
しょうしつ

するように見られると

いった現象がありましたが、今年はとても

形状
けいじょう

が標準的です。 

土星の位置は、うお座とくじら座の境界
きょうかい

付近
ふ き ん

にあり、周辺の恒星
こうせい

よりも明るく、1 等

級の明るさで輝いていますので、みつけや

すいことでしょう。 

土星の環の傾きの変化 土星の環が開いていると

きとほぼ真横に近い状態のとき（撮影：石川勝也） 

今年の土星の姿（撮影：川端孝幸） 

☆秋の星座を見よう 

関東地方では１１月に入ると晴れる日が

多くなり、星見に適
てき

した季節といえます。 

夜空には秋の代表的な星座ぺガスス座

をはじめ、お誕生月の星座として星
ほし

占
うらな

いに

登場するやぎ座、みずがめ座それにうお座

などを最初にみつけましょう。 

さらに北極
ほっきょく

星
せい

をさがすのに用いるカシオ

ペア座なども秋の星座に含
ふく

まれます。ぜひ

さがしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋にも見られる天の川 付近にアンドロメダ

銀河や二重星団も見られる（撮影：田中千秋） 

２０２６年１１月 まるちたいけんドーム（プラネタリウム） 
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